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2000GTが
愛された時代。
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クルマはいつも時代を映し、
世界を走り抜けていく。
これまで国内外別々に展示されていた車両を、時系列に並べ替えた展示リニューアル。

本館３階は1950年代以降、アメリカ、ヨーロッパ、そして日本において、どんなクルマの変遷があり、

いかにしてクルマが進化して現代に至ったのか、比較しながら検証している。

 文：村岡俊也  写真：田村孝介 （P1 –15）
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後、1950年代半ばからのクルマが

展示されている。スタートは、現代か

ら振り返ればとてつもなく巨大で加飾され

たキャデラック・エルドラド。テールフィンを

施された最後の世代である。1950年代の

クルマ文化を牽引していたのは、戦災を受

けていないアメリカだった。大きなクルマ

に乗って、快適な生活を送る、そのシンボル

としてエルドラド・ビアリッツはあった。で

は日本ではどうだったかと振り返れば、よ

戦
うやく自家用車の普及を図ろうとしていた

時代。他方、ヨーロッパでは、それぞれの国

柄に合わせたコンパクトカーが生まれてい

る。特にフォルクス・ワーゲンのタイプ１（通

称ビートル）はアメリカにも大量に輸出され、

外貨を稼ぎ、復興の一助となっていった。

　モーリス・ミニが、エルドラド・ビアリッツ

と同じ年、1959年に発表されているのも興

味深い。スエズ動乱によってヨーロッパに

石油が入ってこなくなることを懸念した危

機意識から生まれたコンパクトカー。当初、

一般からの評判は良くなかったが、エリザ

ベス女王やビートルズのメンバーが乗った

ことから、流行が広がっていった。イギリス

のような階級がはっきりした社会で、クラス

レスなクルマが生まれたのも、一つの潮流

だったのかもしれない。同時代のクルマを

展示することの意義は、比較を容易にする

こと。一目見て、クルマを通して、それぞれ

の国柄が透けて見えるよう。

1950年代から60年代にかけてのもう一つの見所は、マイ

クロカー。ドイツのメッサーシュミットやイセッタなどが大

ヒットした時代に、日本では商用車系のトラック、ダイハツ・

ミゼットが広く普及していた。技術力の差よりも、その国が

どういう状況に置かれていたかが、車種に反映されている。

（P6につづく）

国の経済の差は、
クルマの違いに表れる。
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今回の展示リニューアルでは、当時のカルチャーを垣間見

ることのできる展示も追加されている。今回新設されたラ

ウンジスペースでは、60年代当時に発表されたスワンチェ

アに座って、写真集など当時の文物を眺めることもできる。

クルマは、変化していく日常の代表選手だった。

カルチャーは、
クルマの進化と共にあった。

　戦後再スタートを切った日本の自動車

産業には、二つの道があった。日産とオー

スチン、日野とルノーのように、欧米メー

カーから技術導入して進む道。もう一つは

トヨタやプリンスのように、独力で開発を

進める道。それぞれが当時発表していたク

ルマも並列して展示されている。そこには

やはり外国技術に一日の長が見て取れる。

1950年代末から60年代、コロナがオース

チンの血を引くブルーバードと熾烈な競争

をしていた時代。初代、2代目はブルーバー

ドに売り上げを圧倒されていたが、1964
年発表の3代目のコロナで遂に逆転する。

それは、国産技術の成長の証であり、日本

のクルマが世界に追いついたことを意味

しているとも言えよう。その後、66年にはカ

ローラとサニーが発売され、この頃から一

般市民が、クルマを持つということを現実

的に考えられるようになった。さらに経済

成長の波に乗って、世界記録を樹立したト

ヨタ2000GTのようなスポーツカーまで開

発できるようになっていった。

　それぞれの時代にどんなクルマが並ん

でいるのか。一台だけではわからない歴

史が多種多様なクルマを並べることで立

体的に浮かび上がってくる。透けて見え

る、時代と経済の流れ。国と国との関係性。

2000GTの前には、比較して論じられるこ

との多いジャガーEタイプが置かれている。

ぜひ、実車同士を見比べてみて欲しい。



ロダクトデザイナーである柴田文江

さんとCAR GRAPHIC社の代表取

締役である加藤哲也さんをゲストに迎え、

自動車文化について、布垣直昭館長と共に

語り合った貴重な時間の一部を再録した

い。「自動車は単に消費財ではなく、文化を

築くものである」という加藤さんの言葉は、

トヨタ博物館のテーマでもある。車文化を

語る上での、さまざまな視点が提示された。

柴田文江（以下、柴田）　今日はクルマの会
ということで、プロダクトデザイナーとして

唯一デザインしたことがあるクルマを持っ

てきました。木のおもちゃなんですけれども、

最近の子どもはクルマの絵を描かせると、

四角く描くらしいんです。

加藤哲也（以下、加藤）　ワンボックスって
いうことですね。

柴田　セダンを描かないって、結構衝撃だ
なと思いながら、クルマになったり積み木

になったりするおもちゃを作ったんです。私、

本当はカーデザイナーになりたかったんで

すよ。武蔵野美術大学の工芸工業デザイン

科卒業なんですが、当時はカーデザイナー

になるためのような学科でしたから。今、プ

ロダクトデザイナーとして身近な小さいも

のを作っていますが、自分の気持ちとして

は、あわよくばクルマに関わりたい。全くク

ルマのこと知らないんですけどね。

布垣直昭（以下、布垣）　そう言いながらも、
ポルシェの911に乗ってらっしゃいますよね。

柴田　女性って、クルマの形を覚えるのが
苦手だったりするんです。でもワーゲンとか

ポルシェって、子どもの頃からわかりやす

い形として覚えていて、いつか自分でクル

マを買うならああいう形かなって。ある時に

一念発起して、996を買ったのが、最初の

ポルシェです。アイコニックではっきりした

モノが好きなんですよね。

プ
加藤　911シリーズ初の水冷モデルですね。

柴田　今のクルマってどれがカッコよくて
カッコ悪いのかわからないって、女性はよ

く言うんです。でも、古いクルマに関しては、

これがきれい、好きっていうのがわかりや

すい。形がはっきりしているというか。

布垣　ポルシェはヘリテージを非常に大事
にしている会社だと思うんです。シルエット

そのものが特徴的ですよね。ああいうデザ

インを守りながら、でも毎回リフレッシュし

て新しいクルマを発表している。加藤さん

が昨年から始められた「オートモビルカウ

ンシル」というイベントにも、近しい意図が

あるんですよね？

加藤　はい。日本は生産大国という意味で
は世界一の座について久しいと思うんです

が、その一方で文化面から見ると、欧米に

比べればプアーな状態が続いている。文化

と生産、両面が成熟してこそ、自動車先進

国って言えるんじゃないかなと思うんです

ね。少なくともアジア圏ではナンバーワンの

文化的な側面を維持していかなければい

けない。『CAR GRAPHIC』は、創刊から55
年を迎えるんですが、当初から自動車文化

を訴えてはきたものの、一誌だけで謳って

いても成熟は難しい。もっと自動車界全体

で文化を訴えていかないと大きなムーブ

メントにならないんじゃないか。そう思って、

新型車はもちろん展示していただくんです

が、そこに至る文脈も合わせて大事にして

いきたい。今までは新しいクルマと古いク

ルマは別々のイベントだったんですが、そ

れを初めて一緒に展示して、新型車に至る

文脈まで一望出来るようにしたんです。ク

ルマは単なる消費財ではなく、文化として

語る価値があるものだと気づいて欲しい。

柴田　クルマは乗っている自分を含めての
表現だと思うんですね。何のクルマに乗っ

てますか？ って聞いて返ってきた答えと、当

人のことを離して考えられない。あのクル

マに乗っている人なのかっていうパーソナ

リティになるんです。

布垣　クルマのデザインは機能をベースに
して始まっていると思うんですが、時代の

進化の中で洗練されながら、機能を離れて

文化的なアイコンとして人の記憶に残るも

のとして成長することもある。人がいいと感

じるから残されるわけで、ファンクション以

外にも価値があるんですよね。

柴田　小学生の時の図画工作の授業で、
お菓子の箱で何かを作りなさいっていう授

業があったんです。アーモンドチョコレート

の箱の中に入っていた敷き紙を幌に見立

てて、私は迷わずスポーツカーを作ったん

ですね。山の近くの田舎の出身ですが、た

またま別荘族がスポーツカーに乗っている

のを見て、映画やテレビに出てくるものが

走っている！ って思っていたから。今、一度

見て頭に焼きつくようなクルマってあるだ

ろうかって考えてしまいます。

布垣　トヨタ博物館で展示している
2000GTも、そういう意味では周辺文化に

非常に強い影響を与えたクルマですよね。

柴田　2000GTはイメージよりも小さく見

えますね。造形的にバランスがいいものは

小さく見えるんですが、実は前がゆったりと

長い。ディテールは可愛いですけどね。

布垣　最近のクルマは、つり目の怒った顔
に見えるという方もいらっしゃいますが、丸

目の時代は、スポーティではあるけれど可

愛いと言えますね。

柴田　クルマは高級なものですからね。高
級なものって、可愛いっていう形容詞がつ

きづらい。どちらかと言うと、速いとか先進

性みたいな、怒った顔の方が価値を作りや

すいのかもしれません。

加藤　その価値観の変遷も、クルマ文化の
ひとつなのかもしれません。

柴田文江さん
プロダクトデザイナー。代表作に、無印良品の
『体にフィットするソファ』など、多数。

「自動車文化を語るトークショー」は、2016年11月19日にメガウェブ（東京都江東区青海1-3-12）にて行われた。

加藤哲也さん
専門誌『CAR GRAPHIC』の前編集長にして、
現在、同社の代表取締役を務めている。

布垣直昭
トヨタ博物館館長。３０年にわたり、カーデザ
イナーとしても活躍した実績を持つ。
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単なる消費財ではなく
クルマは文化の礎である。
2016年11月に行われたトークショーは、トヨタ博物館館長、クルマ専門誌の代表、

そしてプロダクトデザイナーという異なる立場から意見交換が行われた。



T-TIME #98  1110  T-TIME #98

TOYOTA 2000GT
トヨタ2000GT前期型  諸元   全長：4175mm  全幅：1600mm  全高：1160mm(ボンドカー：1104mm)  ホイルベース：2330mm
エンジン：水冷直列6気筒DOHC  排気量：1988cm3  最高出力：110/150/6600(kW/HP/min-1）

収蔵車紹介

※撮影は、トヨタ博物館の敷地内で行っています。
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963年から始まった日本グランプリ。

トヨタは自己の成績に必ずしも納

得してはいなかった。クラウンやコロナな

どの乗用車を生産する技術だけでは、世

界に認められることは難しい。そこで企画

されたのが、世界に通用するグラン・ツー

リスモ、GTカーだった。組織による総合力

でクルマを生み出していく通常のプロジェ

クトとは違い、2000GTのプロジェクトは、

少数精鋭のスタッフで行われることになっ

た。プロジェクトコードは、「280A」。プロ

ジェクトリーダーの河野二郎、デザインの

野崎喩、エンジンの高木英匡、シャシーの

1
山崎進一というメンバーが選ばれた。

　2000GTは、ヤマハ発動機の協力を得

て開発された。オートバイの分野では既に

世界的なメーカーとなっていたヤマハ発動

機は、以前に日産とのGTカー開発のプロ

ジェクトが頓挫した過去があった。当時の

川上社長がトヨタに対し、共同開発を相談

に来たのが発端となって、偶然にもGTカー

を計画していたトヨタと手を組むことに

なった。それが、1964年秋の話。

　トヨタのコアスタッフはヤマハに常駐し、

ヤマハのスタッフと共に製作に取り組ん

でいく。試作第1号が完成したのが、1965

年8月。通常のプロジェクトでは考えられ

ないスピード感で、2000GTは形になって

いった。少数精鋭で進行するプロジェクト

のメリットを最大限に生かし、さらに2ヶ月

後の10月には、モーターショーで試作2号

車を展示している。そして、1967年5月発

売のために、性能の熟成が行われていく。

　世界で通用する本格的GTであることを

実証するために必要だったのが、クルマ

の性能を世界に示す実績だった。そのた

め1966年10月1日から3日間に渡って、ス

ピードトライアルを実施する。6時間、12
時間、24時間、48時間、72時間の走行時

の平均速度や、1000マイル、5000マイ

ル、10000マイルでの平均速度などが、ト

ライアルの種目だった。3個の世界記録と、

1500～2000CCのEクラス内の国際記録

を13個樹立することに成功している。

　もう一つ、2000GTの名を大きく広めた

のが、映画『007は二度死ぬ』で使用され

たことだった。当時、爆発的な人気を博して

いた007シリーズが初めて日本で撮影され

ることになり、2000GTは、ボンドカーとし

て使われることになった。正確には、ジェー

ムズ・ボンドの愛車としてではなく、日本の

諜報機関のクルマとして、ボンドを助ける

“アキ”という女性が乗っていたクルマ。撮

影は、1966年9月に行われたが、撮影の

準備期間が非常に短く、トヨタ側はルーフ

トップを切ったようなタルガトップを提案

するが、俳優の顔を撮影しやすくするため

に制作側はオープンカーを要望した。ルー

フ撤去後の形状バランスを考えて原形よ

り25㎜ほど低く、さらにカメラワークのた

めに取り外し式としたアクリル製のウィン

ドシールドも新造された。製作期間は、たっ

た2週間だった。映画封切りは、1967年6月。

2000GT発売から1ヶ月後だった。

　2000GTには、当時の最先端の技術が

込められている。サスペンションは、前後

輪ともにダブル・ウィッシュボーンが採用さ

れ、操縦性と乗り心地を担保し、ステアリン

グ機構はラック・アンド・ピニオン式、エン

ジンはヤマハの技術力を結集して、クラウ

ン用のM型エンジンをベースにDOHC化

された。当時の一般的な乗用車が50馬力

ほどだったのに対し、2000 GTは150馬力

を誇った。1970年に生産中止。月産は最

大で14台、少ない時には10台以下、ほと

んど手作りとも言える生産だった。現在ト

ヨタ博物館には、ボンドカーを含めた、5台

が収蔵されている。
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 TOYOTA 2000GT

“Speed Trial”, 1966
 (Replica)

実際のトライアル車両は、その後も

様々なテストに使用されたのち廃

車され残されていない。この車両は

Sports Car Club of America主催

のレースに出場するためにアメリカ

に運んだ3台のうち1台を持ち帰り、ス

ピードトライアル仕様に作り変えた

もの。フロント周り、フェンダーなどが、

当時の車両とは微妙に異なる。

TOYOTA 2000GT

The“Bond Car”, 1966

ボンドカー。撮影のために2台用意

されたうちの1台である。アメリカで

の販売促進に使われた後、ハワイに

置かれているのをトヨタ社員に発見

され、日本に持ち帰られた。ルーフ

がカットされた他、トランクを含む後

部など、多くの箇所が撮影のために

新造されている。内装については市

販車の状態に戻されている。

TOYOTA 2000GT

Model MF10L, 1967 
Early Model, LHD

実際に発売された前期型。ヘッドラ

ンプは地上からの高さを保つため

にリトラクタブルタイプが採用され、

美しいフロント・ノーズを実現してい

る。内装は、ヤマハ製のウッドステア

リングなど、高級感溢れる仕様だっ

た。ボディカラーは、ペガサスホワ

イト、ソーラーレッド、サンダーシル

バーメタリックの3色だった。

TOYOTA 2000GT

Model MF10, 1969 
Late Model

1969年8月にマイナーチェンジした

後期型。座席にはヘッドレストが付

き、クーラーが採用されたほか、若干

の仕様変更がある。前期後期二台

を詳細に見比べるとわかるが、補助

前照灯が小さくなり、特徴的な“顔”

も変わっている。車高も10mm高く

なっている。前後期合わせて337台

が販売された。
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 クルマ文化散策 トヨタ博物館所蔵資料から読み取る時代の空気

多方面に天分を発揮した
チャールズ・ケタリング

1912年に発売されたキャデラック・
モデル・サーティには電動式自動エ
ンジンスターターが装着されていた。
電気式自動エンジンスターターで量
産化と耐久性を両立させるのに成
功。人々を危険と煩わしさから開放
し、女性にもガソリン自動車が普及
する道筋をつけた画期的なイノベー
ションであった。「クランク無し」とカ
タログに明記。

大恐慌の深刻さは、天気の話
題と同じように大恐慌が日常
会話にのぼるようになってい
たことからも推察できる。大恐
慌がもたらす失業により人々
の心が疲労・荒廃していくこ
とに心を痛めていたケタリン
グは、「雇用を計画的に持続
できるようにして、購買力（＝
需要）を創造し大恐慌を克服
しよう」と人々に問いかけた。

スタンダード石油ニュージャージー
（現エクソンモービル）とG Mは、

1924年8月に「エチル・ガソリン会
社」を共同で設立。ケタリング率いる
GMとスタンダード石油の共同開発
チームが開発したアンチノック剤入り
「エチル・ガソリン」が商品化された。
アンチノック・ガソリンにより高速回
転エンジンの開発が可能となったの
で、自動車や航空機の速度アップな
どの性能を大きく向上できた。

新塗料「デュコー（DUCO）」は、ケタリングをリー
ダーにGMとデュポンが協力して開発。1925年
には、全ての自動車産業に開放された。「デュ
コー」により自動車の外観は黒一色からカラフ
ルになり、1920年代後半には彩り豊かな街並
みが現れた。「デュコー」は自動車会社の経営に
も大きな恩恵を与えた。乾燥が速いので、自動
車一台塗装するのに2～4週間必要としていた
のを8時間にまで短縮した。デュコーにより膨大
な屋根付きの乾燥用スペースとボディ在庫が飛
躍的に圧縮されたのであった。

電気式自動（セルフ） 

エンジンスターター

世界大恐慌への挑戦

エチル・ガソリン

デュコー（新塗料）

　チャールズ・ケタリングはイノベーション

を実現させた発明家として、またGMの研

究・開発部門を育成した技術者及び経営

者、そして後の“DELCO”をたちあげた起

業家としても当代一流の存在であった。ケ

タリングがリーダーシップをとり成し遂げ

たイノベーションのうち、自動車業界のみ

ならず産業界や社会にまで大きな影響を

及ぼした代表的なものを3点紹介する。

　一つ目はエンジン始動の危険と煩わし

さから人々を解放した「電気式自動エンジ

ンスターター」の量産成功、二つ目はエン

ジンのノッキングを回避した「エチル・ガソ

リン」、三つ目は自動車や街並みをもカラ

フルにした新塗料「デュコー」。ケタリング

はこれらの発明をGMが独占することなく、

自動車業界や産業界全体で、享受できるよ

うに心を配った。

　具体的な例を一つ紹介する。米国石油

協会（API）は最高の賞「APIゴールドメダ

ル」を次の感謝の言葉を添えて彼に贈った。

「石油業界はケタリングの偉業により多

大の利益を受けた。その報酬は自動車産

業ではなく石油産業から支払われても当

然だった」（「ガソリンの時代」熊崎照著オ

イルリポート社より）

 “Unemployment and The Industrial 

System（失業と産業体制）”との題名で

“The Saturday Evening Post”（1930
年12月13日）に論文を寄稿している。この

内容からケタリングが経済活動や社会体

制について深く洞察し、暖かい心で社会と

対峙していたことを窺い知ることができる。

 文：早川直樹（トヨタ博物館 文化学芸グループ）

キャデラックモデルサーティ カタログ

The Saturday Evening Post 1930/December/13 The Saturday Evening Post 1933/April/12

The Saturday Evening Post 1934/February/24

The Saturday Evening Post
1933/August/13

Charles F. Kettering

1876–1958

（右ページ）
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　東京地区では1 0回目の開催。恒例の

銀座往復パレード、Classic Car Circuit

（C C C ;場内走行披露）、C l a s s i c  C a r 

Studio（場内実況放送）などに加えて、株式

会社カーグラフィックの加藤代表と当館布

垣館長らが場内を巡りながら参加車両につ

いて語る「お散歩トーク」を実施。パレード出

発位置とCCCコースをより多くの方にご覧

頂けるよう変更。CCCには50周年を迎える

トヨタ2000GTが2台(ボンドカーとスピード

トライアル)登場。秋の晴天下での一日を2

万9千人の来場者の方々に楽しんで頂きま

した。（2016年11月26日 東京 明治神宮外

苑 聖徳記念絵画館前にて開催）

　2月11日にTINY STUDIOにて「TINY

トーク クルマ×本×珈琲」イベントを行いま

した。ミュージアムカフェCARS&BOOKS

の選書をして頂いた選書集団BACH代表

の幅允孝氏と布垣館長がカフェの本を取

り上げて話をしました。２人の幅広い知識

が掛け合わされ、クルマ文化の広がりや

深さを感じる１時間でした。

　また、自家焙煎珈琲店コクウ珈琲の篠

田康雄氏に写真集『Cars-New York City, 

1974-1976』をイメージしたオリジナル珈

琲を淹れて頂きました。

トヨタ
ランドクルーザー  40系
（BJ42V）
［日本・1984］ 

トヨタ車体株式会社様

トヨタ
ウインダム 3.0 
［日本・1992］ 

福岡県福岡市
森田和久様

トヨペット
コロナマークⅡ グランデ
［日本・1979］

熊本県天草市
川本幹男様

2016クラシックカー・フェスティバル in 神宮外苑 大人のためのクルマと文化を語るイベント、TINYトーク

寄贈車紹介
　この2年間、常設展示改

装と並行して進めていた

もうひとつの大きなプロ

ジェクトがあります。トヨ

タ博物館初の本格的写

真本「The Museum of 

MOTION」の制作です。世

界の中でトヨタ博物館でしかつくり得ない写真集をつくろう! と

の意気込みで、博物館スタッフも含め制作チームが心血を注いだ、

数千ショットから厳選した226枚の写真を収録した「写真本」がつ

いに完成、この4月に発刊の運びとなりました。

　卓越した印刷技術と製本技術などにより写真そのものの魅力

を引き出す事はもちろん、当館収蔵車両から厳選した85台を30

のストーリーで構成する組み合わせの妙、それによる奥深い自動

車文化の表現…、随所にこだわりが散りばめられています。

　この写真本の完成により、クルマ文化を伝える媒体がひとつ加

わったと自負しております。なお、このT-TIMEで活躍中のカメラ

マンも参画してくれていた事を申し添えたいと思います。

トヨタ博物館長 布垣直昭

「The Museum of MOTION」はトヨタ博物館ミュージアムショップでお求め頂けます。

歴史的写真本?
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